
 

［成果情報名］CO2施用条件下におけるイチゴ「さがほのか」の日中加温による増収 

［要約］イチゴ「さがほのか」の光合成速度は、光強度300μmolm-2s-1 以上の時、葉温13℃と比較して

18℃で 25％以上高くなる。CO2施用条件下において 18℃の日中加温により「さがほのか」の成熟日数

は5日程度短縮され、12月から2月までの商品果収量が20％程度増加する。 
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［背景・ねらい］ 

佐賀県は九州の中では特に厳寒期の日射量が少なく、ハウス内の気温が低く推移しやすい。イチゴ

の成熟には積算気温が関係するため、低日射によるハウス内気温不足は、果実の成熟が進まず収量低

下の要因となる。また、佐賀県内では CO2 発生装置が半数以上の生産者で導入されており有効活用法

の開発が望まれている。そこで、CO2施用条件下において日中の加温が「さがほのか」の収量に及ぼす

影響を検討する。 

 

［成果の内容・特徴］ 
１．「さがほのか」の光合成速度は、CO2濃度400ppmで光強度300μmolm-2s-1 以上の時、葉温13℃と

比較して18℃で25％以上高くなる（図1）。 

２．曇天で日射量が低い日に日中加温したハウス内気温は、対照と比較して高く推移する(図2)。 

３．CO2施用条件下における18℃の日中加温により、第1，2次腋果房頂果の1果重は対照と同程度と

なるが、成熟日数は5日程度短縮される（図3）。 

４．CO2施用条件下における18℃の日中加温により、12～2月までの商品果は、平均1果重がやや小さ

くなるものの果数が増加し収量が 20％程度増加する。全期間では商品果収量が 10％程度増加する

（表1）。 

 
［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果はCO2濃度を換気時400ppm、無換気時800ppmで施用した条件下で得られたものである。 

２．本成果の日中加温はヒートポンプ（NGP1010T-N，ネポン）を用い、間口8m、奥行き12m、軒高4m

のハウス内高設ベンチで試験を実施した。 

３．日中加温は 12 月から開始し、日中のハウス内気温が 18℃を下回る期間実施した。ヒートポンプ

の設定温度は 6:00～10:00 を 6～18℃、10:00～16:00 を 18℃、16:00 以降を 6℃とした。対照の設

定温度は終日6℃とした。 

４．日中加温によりハウス内が乾燥しやすくなるため潅水量を適宜調節する。 
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［具体的データ］ 
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表１ 日中加温が商品果数，果重，収量に及ぼす影響（2016，2017年） 

果数 平均1果重 収量 果数 平均1果重 収量

（個/株） (ｇ) （ｇ/株） （個/株） (ｇ) （ｇ/株）
対照 10.6 15.8 169.0 41.4 13.9 575.8

日中加温 13.6 15.3 205.7 45.0 13.9 626.4
対照 16.2 18.7 302.8 44.2 16.9 745.5

日中加温 21.0 17.3 362.1 51.6 16.1 833.5
処理 ** ** ** ** NS **
年次 ** ** ** ** ** **

交互作用 NS NS NS NS NS NS

2017年

日中加温期間(12～2月)
商品果

全期間(11～6月)
商品果

年次 処理

2016年

図３ 日中加温が成熟日数および各果房頂果の 

1果重に及ぼす影響（2017年） 

※t検定により*は 5％水準で有意差有NSは有意差無，n=3 

図２ 日中加温時の気温の推移(2017年) 

※2017年 12月 12日(曇り一時晴れ)のハウス内気温 
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図１ イチゴ「さがほのか」の異なる葉温 

における光強度と光合成速度の関係（2017年） 

※測定条件はCO2濃度400ppm，相対湿度70％． 

誤差線は標準誤差を示す,n=4. 
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